
 今月のあったか～い話 

新しい環境に慣れず涙を流していた 2 歳児さん。園庭には４歳児の子どもたち

が遊んでいました。「園長先生、この子はどうして泣いているの？」「ママと離れ

るのがちょっぴりさみしかったのかな？」と、答えると「園長先生この子は何が

好きなのかな？」「石を集めるのが好きなんだよ。だからね今一緒に探している

ところなんだ」。。。 

暫くして先ほどの４歳の女の子がきて、握っていた手をパッとひろげると、中

からたくさんの石ころがありました。 

泣いていた子も一瞬にして笑顔になりニコニコに！ とても素敵な心温まる光

景に出会えました。小さな石はダイアモンドのようにキラキラと輝いていました 

新型コロナウイルス感染症に係る対応について 

馬橋保育園では杉並区の指導の下以下の対応をとっていきたいと思っておりますので、ご理解ご協力

の程よろしくお願いいたします。 

杉並区役所保育課より 

 国は令和 5 年 5 月 8 日より、新型コロナウイルス感染症を感染症法上の２類相当から 5 類に位置

づけを変更することに決定いたしました。またこれに先んじて、世の中では５類変更を想定した対応

がすでに進められております。こうした状況を受けて、区立保育園における令和５年４月１日からの

新型コロナウイルス対応に係る区立保育園の考えを以下の通りお示し致します。 

【マスクの着用について】 

★園児 

「一律の着用を求めない」ことをお願いいてまいりましたが、園児の発達に及ぼす影響等も考慮して、

「原則として求めない」こととしたうえで保護者又は園児本人が希望する場合には、個別に柔軟に対

応する 

★保育士等 

保育士等については、本人の意思に反して着脱を強要しないことを前提に５月７日までの間はマスク

の着用を基本とします。なお国の「保育所等における新型コロナウイルスへの対応にかかるＱ＆Ä」で

は、「マスクの着用は個人の判断に委ねられるものであるが事業者(保育事業者を含む)が感染症対策上

又は事業上の理由等により利用者または従業員にマスクの着用を求めることは許容される」とされて

います。 

★保護者 

保護者については、保護者の主体的な判断を尊重することとし、マスクを着用していない保護者につ

いて送迎時等の園への出入りを制限することは行わない。 

 

※上記が示す通り職員のマスクの着用も個人の判断といたしますが、今後も手洗いうがい、園内の清

掃消毒等、日常生活の中で予防できることは引き続き行っていきたいと考えております。降園はゆっ

くり身体を休められるようにご家庭でも健康管理の方をよろしくお願いいたします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 さわやかな風が気持ちよく、お日様の光が輝き、鳥のさえずりが素敵なハーモニーを聞かせて

くれる季節になりました。新入園児さんも少しずつ新しい環境に慣れ、笑顔がたくさんみられる

ようになりました。まだまだ緊張や不安で涙を流してしまうこともあるかも知れませんが、大丈

夫です。泣いてしまうことは環境の変化に戸惑い当たり前の成長と思っていきましょう。子ども

はお母さん、お父さんの気持ちを察知します。送り出すときは明るく「行ってらっしゃい！」と、

笑顔で背中を押してあげていただきたいと思います。そしてお迎えの際は、笑顔で「お帰りと！」

と、迎えてあげていただきたいと思います。今月は保護者会を予定しております。新学期の様子

や一年間の保育計画等をお伝えしたいと思います。ご縁あって出会えました繋がりを大切にしな

がら年齢や成長にあった身体つくりを継続して行う保育内容を盛り込んで行きたいと思ってい

ます。 

２０２３年 ５月 

尚徳福祉会 馬橋保育園 

      高松 理香 

５月の行事予定 

２日（火）  子どもの日の会 

９日（火)  0 歳保護者会 

      乳児計測 

１０日（水)  幼児計測 

１１日（木)  ０歳児健診 

        えいごであそぼう 

１２日（金） 1 歳保護者会 

１６日（火） ２歳保護者会 

１８日（木） ３歳保護者会 

１９日（金） ４，５歳児遠足 

２２日（月）  サッカー 

２３日（火） ４歳保護者会 

２５日（木）  えいごであそぼう 

２６日（金）  ５歳保護者会 

避難訓練 

お願い 

・「すぐメール」についてです

が、ご登録がまだお済でない

方は、登録をお願いいたしま

す。尚、園からの連絡も「すぐ

メール」を使用します。 

馬橋保育園の保育方針 

心も体も健康で明るい子ども 

・命の大切さを知り、様々な物事に感動できる子ども 

・思いやりの気持ちをもち、友だちと意欲的に遊ぶ子ども 

・個性豊かで創造的な子ども 

 

   私は子どもたちの 

何気ない日常の会話が大好

きです。そしていつも心がほっ

こりします。そんな子どもたち

の可愛い日常をこの園だより     

を通してお伝え出来たら 

うれしいです。 

心も身体も大きくなぁ～れ！ 


